


入学者の受け入れ方針（アドミッション ・ ポリシー）

中央工学校は、 明治42年(1909年）「工業技術を教授し、 もって実務的な技術者を養成する」ことを目的

として設立された。 校是を「堅実」とし、「厳しい実務教育」と 「人間涵養 教育」による正しい職業観の

育成に努めている。 また、 学習指導の重点 を「理論より実際」とし、「誠実で社会性豊かな技術者」を育

てることを不変の使命とする。 よって本校が求める人材像は、

・自らの技術により自立を志す者

・協調性をもち人とのかかわりを大切にする者

であり、 これをもって学生の受け入れ方針（アドミッション ・ ポリシー）と定める。

募集学科

募 集 子邑 科（昼間部） 学科コ ー ド 修業年限 定 員

建 築
子今u,

科 101031 4年 60 

建 築 旨ロ又几 計 科 1 01 1 01 2年 120 

木 造 建 築 科 101141 2年 40 

建 築 却眩 備 叫記又 計 科 101302 2年 40 

建 築 室 内 叫記又 計 科 101401 2年 40 

イ ン テ リ ア デ ザ イ ン 科 101431 3年 40 

級 建 築 士 専 科 101603 1年 60 

土 木 建 設 科 103201 2年 40 

測 量 科 104203 1年 60 

地 理 空 間 情 報 科 1 0421 1 1年 40 

3 D C A D 叩即又 計 科 102402 2年 30 

※1 二級建築士専科については、 二級建築士の受験資格を有する方（本校の専門課程卒業生および、 その他の学校を卒
業し、 受験資格を有する方）が対象となります。

※2 地理空間情報科については測量士補の資格を取得し、 登録した方が対象となります。

※3 情報ビジネス科·リベラルア ー ツ科・グロ ー バル科の留学生の募集については別冊「募集要項（商業実務専門課程／
文化・教養専門課程）』を参照してください。

※4 願書受付期間内であっても、 定員に達した学科は出願受付を締め切ります。 その場合、 ホ ー ムペ ー ジ上で告知します。

出願資格
［一 般選 抜］

下記①～③のすべてを満たす者。

①日本国外において12年以上の学校 教育を修了した者。 12年未満の学制の国または地域の出身者については、

日本国内において準備教育課程を修了 または2026年3月修了見込みの者。

②日本国内の学校に在籍し、出願する前の月までの出席率（時間数）が85％以上の者。
③日本語能力試験N2相当 もしくは、日本留学試験の日本語科目（記述除く）の得点が200点 相当の日本語能

力を有する者。

［推薦型選抜］

上記①～③を満たし、 さらに下記①～③の一つに該当する者。

①日本語学校入学から出願する前の月までの出席率（時間数）が95％以上の者。

②日本語能力試験N2以上に合格し、出願する前の月までの出席率（時間数）が90％以上の者。

③日本留学試験の日本語科目（記述除く）の得点が200点 以上で、出願する前の月までの出席率（時間数）

が90％以上の者。











卒業までにかかる実習費等の総額となります。

対 象 学 科 費 目 目安となる金額

材料費、消耗品費、諸経費（1 万～ 2 万円）
総合建設実 習費

施工管理実 習費

木 造 建 方 実 習 宿泊費、交通費、材料費、消耗品費、諸経費（約 6 万～7 万円）

伝 統 建 築 調 査

インテリア作品実習費 材料費（1 万円～ 2 万円）

宿泊費、実習地内移動費、材料費、消耗品費、器材使用料、諸経費および
総合測量実 習費 保険代（約 7 万～ 9 万円）

※実習地までの往復交通費は自己負担

材料費、消耗品費、器材使用料、諸経費および保険代（約 4 万円）
総合建設実 習費

宿泊費、実習地内移動費、材料費、消耗品費、器材使用料、諸経費および
総合建設実 習費 保険代（約 7 万～ 9 万円）

※実習地までの往復交通費は自己負担

宿泊費、実習地内移動費、材料費、消耗品費、器材使用料、諸経費および
総合測量実 習費 保険代（約 7 万～ 9 万円）

建築学科 (2·4 年次）
建築設計科 (1 年次）
木造建築科 (1 年次）

建築設備設計科 (1 • 2年次） 
建築室内設計科 (1 年次）

木造建築科 (1 年次）

インテリアデザイン科

土木建設科 (1 年次）

土木建設科 (2年次）

測量科 (1 年次）
地理空間情報科 (1 年次） 

※実習地までの往復交通費は自己負担

3DCAD 設計科 (2年次） ものづくり実習材料費 材料費 (5 千円）

※金額は情勢により変動します。

※上記費用のほかに、 日常の学習に必要な費用として以下のものがあります。

①製図用紙、 文具等の消耗品

②補助教材や模型製作等の材料費

③施設見学時の交通費や入場料

なお、 これらの費用は、 個人差、 学科や学習条件等によって幅がありますが、 多額の費用を必要とすること

はありません。
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